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要 旨
酒造メーカーが発売の 63～78 vol％エタノール製品について，手指消毒用以外の目的での使用が
可能か否かを検討した．調べた 9品目中 7品目（77.8％）が 100 mLあたり 5～44 colony forming
units（cfu）の微生物を含有していた．おもな汚染菌は Bacillus spp.や Paenibacillus spp.などであっ
た．対照として調べた消毒用エタノール（76.9～81.4 vol％エタノール；医薬品）の計 3品目では
いずれも 100 mLあたり 0 cfuであった．酒造メーカー発売の高濃度エタノール製品はアンプル・
バイアルの消毒や，輸液ルートの先端・刺入部の消毒などには適さないことが判明した．
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流
行にともない，消毒薬の慢性的な不足が問題となってい
る．このため，厚生労働省から「酒造メーカー発売の高
濃度エタノール製品は消毒用エタノール（76.9～81.4
vol％エタノール）の代替品として手指消毒に使用可能」
との通達が出された（令和 2年 3月 23日付）．また，そ
の後に事務連絡が発出され，「手指消毒用エタノールの
供給が不足していることから，医療機関等において，や
むを得ない場合に限り，高濃度エタノール製品を手指消
毒用エタノールの代替品として用いることは差し支えな
い」とされた（令和 2年 4月 10日付）．新型コロナウイ
ルス感染症の流行期間中に限定した特例的な措置である．
このような状況の中，医療現場からはこれらの高濃度エ
タノール製品を手指消毒以外の目的で使用できないかと
の声が出始めている．しかし，酒造メーカー発売の高濃
度エタノール製品の微生物学的検討は十分になされてい
ないのが現状である．そこで，これらの高濃度エタノー
ル製品の微生物学的検討を行った．
調査対象として酒造メーカーが発売している 63～78

vol％エタノール製品の計 9品目，および医薬品メーカー

が発売の消毒用エタノールの計 3品目を用いた．調べた
本数はそれぞれの品目で 2本ずつとしたが，63～78
vol％エタノール製品のうちの 5品目では入手困難のた
め 1本ずつの調査となった．また，至急調査であったた
め 2本ずつの調査であってもいずれも同一ロットである．
微生物汚染の調査方法は，直径 5 cmの 0.22 μmメンブ
ランフィルター（Thermo Scientific，米国）を用いて
対象サンプルの 100 mLをろ過して，そのメンブラン
フィルターをトリプチケースソイ寒天培地（栄研化学
（株），東京）上で 35℃・24～48時間培養することによ
り行った．
汚染菌種の同定には，グラム染色，形態学的検査，お
よびMALDI-TOF質量分析計に基づく微生物同定シス
テム（MALDI Biotyper，Bruker Co., 米国）を用いた．
表 1に，計 9品目の高濃度エタノール製品および計 3

品目の消毒用エタノールそれぞれ 100 mL中に含有され
る colony forming units（cfu）と菌種を示した．2本ず
つ調べた製品については 1回目と 2回目でほぼ同様の結
果が得られたので 1回目の結果を示した．高濃度エタ
ノール製品は 9品目中 7品目（77.8％）が 5～44 cfuを
含有しており，おもな汚染菌は Bacillus cereus などの
Bacillus spp.や Paenibacillus glucanolyticus な ど の
Paenibacillus spp.であった．しかし，高濃度エタノー
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表 1　高濃度エタノール製品に含有される微生物

製品 アルコール度数（%） 種別 生菌数（cfu/100mL） 菌種

A 78 リキュール 29 Bacillus cereus
Paenibacillus spp.

B 77 スピリッツ 40 Bacillus idriensis
Bacillus cereus

C 77 高濃度エタノール＊  0 －
D 77 スピリッツ  6 Bacillus spp.

Fictibacillus spp.
E 66 原料用アルコール  0 －
F 66 スピリッツ  5 Bacillus cereus
G 65 スピリッツ 44 Bacillus cereus
H 65 高濃度エタノール＊ 20 Paenibacillus spp.

Bacillus spp.
I 63 高濃度エタノール＊ 13 Paenibacillus glucanolytics

Paenibacillus pasadenensis

J 76.9 ～ 81.4 消毒用エタノール（医薬品）  0 －
K 76.9 ～ 81.4 消毒用エタノール（医薬品）  0 －
L 76.9 ～ 81.4 消毒用エタノール（医薬品）  0 －

＊消毒用エタノールの代替品として手指消毒への使用が認められた製品で飲用不可

ル製品の 9品目中 2品目（22.2％）および消毒用エタノー
ルの 3品目中 3品目（100％）は 100 mL中に微生物を
含有していなかった．（表 1）
消毒用エタノールは速効性で速乾性のため，手指，ア
ンプル・バイアルなどの医薬品，輸液ルート操作時での
ルート先端や刺入部，および各種器材や環境などの消毒
に汎用されている．このため，今回のコロナ禍の下で品
不足が生じており，手指消毒用として酒造メーカーの高
濃度エタノール製品が使用されてきている．そこで酒造
メーカーが発売の高濃度エタノール製品の微生物学的検
討を行ったところ，少量ではあるものの 9品目中 7品目
（77.8％）と比較的高い頻度で Bacillus cereus や Paeni-
bacillus glucanolyticus などの芽胞が検出された．ただ
し，これらの芽胞は環境には幅広く分布しており，大量
の Bacillus cereus 汚染を受けたリネン類での感染事例
はあるものの１～４），これらの芽胞が存在していても通常
は問題は生じないと推定される．すなわち，高濃度エタ
ノール製品がこれらの芽胞を含有していたとしても，手
指や環境への使用では差し支えないと推定される．ただ
し，たとえ 1 cfuであっても，医薬品への芽胞の混入は
避けなければならない．いったん Bacillus cereus など
の芽胞が血液製剤，脂肪乳剤および末梢栄養輸液（糖・
電解質・アミノ酸液）に混入すると，増殖して感染源に
なり得るからである５，６）．筆者らは末梢栄養輸液中で Ba-
cillus cereus が 107 cfu/mLレベルにまで増殖していた
事例を経験している６）．したがって，高濃度エタノール
製品はアンプル・バイアル剤の消毒や，輸液ルート関連
での消毒には適さない．アンプル・バイアル剤や輸液
ルート関連での消毒には酒造メーカーが発売の高濃度エ

タノール製品ではなくて消毒用エタノールの使用が望ま
しい．
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Abstract
Of nine samples from high-grade ethanol products sold by sake breweries, seven (77.8%) were

contaminated with 5―44 colony forming units (cfu) of bacteria per 100 mL. The most common
bacteria detected were Bacillus species and Paenibacillus species. No microbial contamination
was observed in two samples (22.2%) from high-grade ethanol products nor in all three (100%)
hospital-grade disinfectants (76.9―81.4 vol% ethanol). We conclude that although high-grade etha-
nol produced by sake breweries poses no problem as a hand sanitizer, it is unadvisable to use it
for other purposes such as for sanitizing vials and infusion apparatus.
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